
 

臘 

扇 

忌 

法 

要 

御 

案 

内 
 

―
清
沢
満
之
先
生 

百
十
六
回
忌
法
要

― 
 

初
夏
の
候 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
為
法
精
進
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
年
も
難
波
別
院
の
御
後
援
の
も
と
、
臘
扇
忌
法
要
を
お
勤
め
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
思

え
ば
、
平
成
九
年
に
難
度
会
が
大
阪
に
お
い
て
臘
扇
忌
法
要
を
始
め
て
以
来
、
今
回
で
二
十
二
回
目
と
な

り
ま
す
。
そ
の
間
、
清
沢
師
の
思
想
、
あ
る
い
は
そ
の
信
仰
運
動
等
の
研
究
は
下
火
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、

大
谷
派
内
外
の
諸
分
野
の
研
究
者
を
交
え
、
新
た
な
視
点
が
見
出
さ
れ
な
が
ら
、
い
よ
い
よ
活
況
を
呈
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
最
近
で
は
清
沢
師
を
、
そ
の
思
想
的
解
明
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
明
治
以
降

の
「
近
代
仏
教
」
形
成
の
中
で
、
精
神
主
義
が
同
時
代
の
社
会
へ
及
ぼ
し
た
影
響
や
役
割
等
の
周
辺
事
情

を
通
し
て
、
更
に
多
角
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
清
沢
面
受
の
門

弟
の
中
で
も
、
い
わ
ゆ
る
「
三
羽
烏
」（
暁
烏
敏
・
佐
々
木
月
樵
・
多
田
鼎
）
以
外
に
、
安
藤
州
一
や
井
上

豊
忠
と
い
っ
た
同
人
に
伝
播
し
た
波
紋
か
ら
、
清
沢
師
の
人
物
像
を
改
め
て
見
直
す
試
み
も
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
一
層
豊
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
清
沢
研
究
の
動
向
に
も
注
目
し
つ
つ
、
難
度
会
で
は

今
後
も
臘
扇
忌
を
お
勤
め
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。 

 

本
年
の
記
念
講
演
の
講
師
は
、
大
谷
大
学
文
学
部
教
授
の
一
楽 
真 

先
生
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

願
わ
く
は
一
人
で
も
多
く
の
有
縁
の
方
た
ち
と
共
に
、
先
生
の
お
話
を
拝
聴
し
て
ま
い
り
た
く
、
謹
ん
で

御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
掌 

 

平
成
三
十
年
六
月
十
九
日 

難
度
会
会
員
一
同 

住
職
・
教
会
主
管
者
及
び
関
係
各
位 

 

記 

日 
 

 
 

時 

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
七
月
二
十
三
日
（
月
）
午
後
六
時
～
八
時
半 

場 
 

 
 

所 

難
波
別
院 

同
朋
会
館
講
堂 

記
念
講
演
講
師 

一
楽 

真 

師
（
大
谷
大
学
教
授
） 

参 
 

加 
 

料 

千
円
（
記
念
品
代
含
む
） 

主 
 

 
 

催 

難
度
会 

後 
 

 
 

援 

難
波
別
院 

 

難
度
会
会
員 

稲
垣
直
来
、
大
橋
恵
真
、
奥
野
賢
（
事
務
局
）
、
小
谷
淳
也
、
後
藤
裕
司
、
竹
中
光
史
、

竹
中
慈
祥
、
玉
井
久
之
、
千
賀
貴
信
、
当
麻
宏
文
、
中
尾
哲
、
長
洲
真
史
、
難
波
教
行
、

西
受
秀
文
、
橋
田
尊
光
、
橋
本
知
良
（
代
表
）、
秦
真
哉
、
秦
野
貴
生
、
林
一
信
、 

原
田
祐
生
、
藤
井
紀
安
、
前
田
慈
之
、
松
井
聡
、
間
野
功
雄
、
間
野
淳
雄
、
森
川
徹
、 

安
間
観
志
（
会
計
）、
山
雄
竜
麿
、
山
口
知
丈
、
頼
尊
恒
信 

 

※
お
問
い
合
わ
せ
先 

難
度
会
事
務
局 

念
通
寺
内
（
奥
野
）
〇
七
二
―
二
六
五
―
二
一
二
一
ま
で 


